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　　 indica 水稲品種お よびそれ ら の Flの 遺伝的背景にお い て Uri 遺伝子 が収 量性 に 及 ぼす 作用
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　稲 の 第 6 染色体 に座 上す る不 完全優性 遺伝子 Url は、 1穂穎花数 を増加 させ るが ， 穂 数，千粒重お よ

び 登熟歩合 を減少 させ る．本研 究で は，indiea亜種 の 遣伝的背景 にお い て ，　 Url が 収量，収量構 成要素

な どに及 ぼす効果 を検討 した．他方 ， 品種 間の Fl に 顕著なヘ テ ロ シ ス が 得 られ た の で報告 する，

【材料お よび 方法 】韓国 の 極短稈多収性 indica 品種 の 水原 258 号 （
“
S
”

と略称），1980 年代 の 東 南ア

ジ ア の 基 幹品種の IR36 （
“
36

”
），お よび，それ らの Fl （

“

S36
”

）は ，　 Url を有 さな い （＋ ／ ＋型），戻 し

交雑に よ っ て 育成 され た S と 36 の Url に 関す る同質遺伝子 系統 （
“
SU

”
お よび

“
36U

”
）， な らび に ，

同質遺伝 子系統間の F1 （
“
S36U

”
） は，　 Url ホ モ 型 （Url　／　Url） で ある．　 S　 x　 SU ，36 × 36U お よ

び Sx36U の Fl （そ れ ぞれ
“
SH

”
，

“
36H

”
お よび

“
S36H

”
）は ，い ずれ も Url ヘ テ ロ 型 （Url／ ＋ ）

』

で ある （表 1），以上 の 合計 9 種 の 品種，同質遺伝子 系統お よび FLを供試 した ，実験 水 田 に お け る施肥

量 の 合計 は ，N ，　 P205 ，　 K20 の それぞれが 18．Og ／m2 で あ っ た ．栽植密度は 30× 15cm ， 1株 2 本植 え

で 行 っ た ．3 反復を設 け ， 反復 ご とに 収量お よび その 関連形質 を調査 した．

【結果お よび考察 】S36 は ，
　 BP （形質値の 高い 方の 親）に対 して ，玄米収量が 25％増加 し，高 い ヘ テ

ロ シ ス を示 した ．これ は ，BP に対 して ， 1穂 穎花数が 34％ 増加 し ， 登 熟歩合 が 同程度に 高か っ た こ と

に 起因す る （表 2）．遺伝的背 景別に 乙rrl の 作用 をみ る と ， 収量 は，　 SH ＝ S ≧ SU （SH ＞ SU ），

36H ＞ 36 ＝ 36U ，　S36H ≧ S36 ＞ S36U とな っ た．1 穂穎花数 は ，　SU ＞ SH ≧ S，36U ＞ 36H

＞ 36，S36U ＞ S36H ＞ S36 とな っ た．穂数は
，
　S ≧ SH ≧ SU （S ＞ SU ），

36 ＞ 36H ＞ 36U ，

S36 ≧ S36H ＞ S36U とな っ た ，登 熟歩合 は，　SH ＝ S ＞ SU ，36H ＝＝ 36 ＞ 36U ，　S36 ≧ S36H

＞ S36U とな っ た ．以 上 よ り ， 全 て の 遺伝的背景にお い て ，〜万 1 ホ モ 型 では ，1穂穎花数 が有 意に 増加

した が，穂 数 と登 熟歩合の 減少 率の 方が 高か っ たた め ， 収 量 は減少 した ．他方 ，Url ヘ テ ロ 型で はド 1

穂穎花数 が増加 し ，穂数 の 減少 が小 さく，登熟歩合が ＋ 1＋型 と同程度 に 高か っ たた め収 量 が増加 した．

S36H は，ヘ テ ロ シ ス と Url の 両 方 の 効 果に よ り著 しい 高収 量 （玄米 920　gf  ） とな っ た ．以 上よ り
，

Url ヘ テ ロ 型 の 収量増加 効果で ，多収な F1 の 収量性 をさらに 高め る こ とが で きる と考え られ る ，
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第 1表．S，36およびS36の遺伝的背景に おけるUr1ホモ ，ヘ テ ロ，および＋／＋ 型の 収量，収量構成要素およ．
びその他の 形質

形質
　　　　　　　　　　　　　 遺伝子型
遺伝的背景　　Url／Url　 　　　 Url／十　　　　十／十

　　　　　 （SU　36U　S36U ）　（SH，36H，S36H ）（S，36，S36）

　　　 ヘ テ ロシス（％）
LSD

・・SI　BP ・・ MP ・

玄米収量
1｝

（9／m2 ） S36S36 663　
e

　　（95）5）　　712　d　（102）
6）

692　de
　　（98）　　　764　c

　（108）
844　b

　　（95）　　　920　a
　（104）

696de 　　 37

708d886
日

　 　 9）
範

＋25 寧鵯

　＋26
拳 曜

籾収量
1）

（9／m2 ） S 828　 e
（96） 886　 d

（102）
36　　　　　　862　de

　（98）　　　945　c
　（108 ）

S36　　　て060　b
　　（9？）　　判 62　

a
　（106）

865de 　　 45

877d1095b
＋ 25

紳

　＋ 26
ホ率

1穂穎花数 S i12，1e （112） 104、2f （104 ）

36　　　　127．2　d
　（126）　　115．g　e

　（115）
S36　　　て64．2　a

　（121）　　149．5　b
　（1て1）

100．2　f
　　　6．0

101．of135

．3　
e

覲

＋34 率ホ

　＋34
索＊

穂数／m2 S36S36 315　de
　（92＞　　　 325　cd 　　（95）

327　cCl
　（84）　　　35g　b

　　（92）
300　e

　　（88）　　　　327 　cd 　（96）

342be 　　 18

38ga 　　　　　　 靼

341　bc
　　　　　　　−12

＊ ＊

　　−7
林

玄米千粒重
1
（g） S36S36 2t7　

c
　　（97）　　　22．9　巳　（て02）

20，0　9　　（98）　　　20．7　a
　（102）

20．3　f
　　（96）　　　21．1　d　（100）

22，4b 　　 O．2

20。4f 　　　　　　 §

21．！　d　　　　　　　　　　−6
＋＊

　　− 1　
宰

登熟歩合 （％） S36S36 86．8　e
　　（96）　　　91．7　a

　（101）
83．2　f

　　（94）　　　88．7　cde
（100）

84．6　f
　　（93）　　　89．2　bed

　（98）

90．7　abe
　　2，1

88．3d69

て．2ab
旦

0　 　 ＋2

穎花数／m2 （x 　100） S36S36 353　
d
　（103）　　　33g　d

　　（99）

416　
°

　（106）　　 416　c
　（106 ）

492 　
a
　（107）　　　　489　

a
　　（106）

343d 　　 24

394c461b 顕

＋17
申

　＋25
＊

シン クサ イズー12 （尠／m2 ）　 S

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 36
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 S36

764　e
　（100）　　　776　e

　（101）

833　ad
　（104）　　　862　c

　（108）
997　ab

　（103）　　　1031　a

　（106）

767e 　　 46

801de972b 　 盟

＋ 21
榊

　＋ 24
寧零

シン クサ イズー2　3｝（g／m2 ）　 S
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 36

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 S36

677 　
e
　　（96）　　　718　d

　（102）
741　Cl

　（100）　　　 796　G

　（107＞
877 　

b
　　（97）　　　949　a

　（105＞

704d3 　　 39

741d 　　　　　　魍

902　b
　　　　　　　　＋ 22

紳

　＋ 25
桝

全乾物重 秋 9加
2
） S 13780 （98） 1429　 bc

（101）

36　　　　　1431　be
　（101）　　1504 　

b
　（106）

S36　　　 1611　
e

　　（99）　　1701　
a

　（104＞

1411　bC
　　 g5

1413bc

t633　
a

＋16 樽

　＋16
串 噸

収穫キ旨数
4・5

（％） S36S36 40．9　「
　　（98）　　　42．4　cd

　（101）
41」　

ef
　（97）　　 43，2　c

　（to1）

44．6　
b
　　（97）　　　46．o　

a

　（100）

41S 　
do
　　　1．0

42．6cd 　　　　　　 旦旦

46．1　a
　　　　　　　　　　＋8

廓申

　　＋9
串串

　形 質におい て ，同一アルファ ベ ッ ト間には 5％ フ
， で有思 　力ない ことを示す，

’

，
”

S36とBP または MP の間 の差は，5％および1％水準で 有意．
LSD

（sx）： SU，　SH ，　S，36U，36H，36，　S36U ，　S36H およびS36の分散分析 より算出．
葦〉
水分 15％換算，

2｝
玄米 1粒重 x 穎花数／m2 ，

3）
玄米 1粒重 × 受精穎花数／m2 ．

4）
乾物ベ ー

ス．
5＞
玄 米重 ／ 全重 ，

6｝
十／十 型に対するパ ー

セ ン テ
ージ．

フ）
（S36 − BP ）／BP 　x 　100，　BP ： 8etter　Parent．

8）
（S36 書MP ）／MP × IOO．　 MP ： 中間親 （S と36の 平均値），

9｝Better　Parent．
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